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母親の子育て不安と母親の就労形態との関連性に関する研究
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要 　　　約

都市化や核家族化及び少子化の進行に伴い，子育て不安を訴える母親や育児ノイローゼに陥る母親
が増えてきている．また，今後，女性の社会進出が増大し，様々な母親の働き方が想定できる．した
がって，母親の就労形態別に子育て不安について検討する必要がある．
そこで本研究では，母親の就労形態が母親の子育て不安にどのように影響を及ぼしているのかとい

うことについて検討を行った．保育園や幼稚園に子どもを通わせている��	名の母親を対象に留置き
法による調査を実施した．専業主婦，常勤および非常勤別に子育て不安得点と子育て不安構造を比較
検討し，さらに，子育て不安に影響を与えると思われる要因と母親の就労形態との関連性について検
討した結果，以下のことが明らかになった．
�．子育て不安得点は非常勤が最も高く，次いで専業主婦，常勤の順に低くなっていた．しかし，統
計的な有意差は認められなかった．

�．�	の子育て不安項目中，項目については就労形態間に有意差が認められた．
�．就労形態別に子育て不安の因子分析を行った結果，就労している母親の子育て不安構造と，就労
していない専業主婦の不安構造が異なっていることが明らかになった．

．常勤と専業主婦は「子育て責任重圧感」が高いこと，非常勤と常勤は「ゆとりのないあせり感」
が高いこと，また，非常勤は「不安・抑うつ感」が高いことが明らかになった．

�．専業主婦，常勤および非常勤別に子育て不安と関連性のある子育て不安要因を見出すことができた．

は じ め に

都市化や核家族化及び少子化の進行に伴い，子ども
を取り巻く家庭や地域社会が著しく変化した．その

結果，家庭や地域社会における子育て状況も変わり
つつある．小さい子どもとの接触体験が乏しいまま
親になる男女が増えてきている．その結果，若い親
たちは子育てに関する知識や技術が不十分なまま子
育てをしなければならない場合が多くなってきてい
る．また，地域でのつながりが希薄になり，親同士
が子育て情報を交換し，助け合う機会も少なくなっ
ている．さらに母親が一人で子育てに専念するのが
一般化し，子育ての責任が母親に集中しがちである．

一方，女性の社会進出が進む中で，働く母親に仕事・
家事・子育てという過重な負担がかかってきている．
このような状況の中で，子育て不安を訴える母親や
育児ノイローゼに陥る母親が増えてきている．母親が
子育てに不安やストレスを感じながら子どもに接す
ることは，子どもの心身の発達に好ましくない．ま

た母親が児童虐待に至るという事態も起こり得る��．
母親の子育て不安や子育て負担を軽減するためには，

父親が子育てに参画することが必要である．また，できる

限り多くの人が子育てにかかわり，単眼的な子育てか
ら複眼的な子育てを行うことが必要になってくる．そ
こで，児童相談所などの相談機関や地域子育て支援セ
ンターなどの積極的な子育て支援活動を活用すること
や，親同士が子育て支援ネットワークをつくり子育て
グループ・サークルに参加することが求められている．
子育て不安については，乳幼児をもつ母親を対象に

調査が実施されており，育児不安に関する検討がなさ
れている．牧野��は，育児不安とは「育児行為のなか

で一時的あるいは瞬間的に生じる疑問や心配ではな
く，持続し蓄積された不安」であると定義している．
しかし，庄司��が指摘しているように育児不安の意
味するところは研究者によってかなり違いがみられ
る．これまでの育児不安に関する調査研究は，育児
不安本態に関する研究����，育児不安に関連する社
会的心理的要因に関する研究�����，育児不安が子ど
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もに与える影響に関する研究����	� そして育児不安
尺度作成に関する研究�
����が主たるものである．
筆者ら ������も母親クラブに参加している母親を

対象に，子育て不安の程度と母親クラブ活動との関

連性について研究を行った．その結果，父親の精神
的支えが多いほど子育て不安が少ないこと，そして
母親クラブ活動に満足している母親ほど子育て不安
が少ないことを実証することができた．また，母親
クラブに参加している母親の年齢層は幅が広いこと
から，� 
 �歳の乳幼児をもつ母親の育児不安だけ
ではなく，� 
��歳や��
��歳の子どもをもつ母親の
子育て不安についても研究を行った．その結果，子
どもの年齢階層の高い方が子育て不安平均得点が高

く，子育て困難感や身体的・心理的ストレスが増大
することが明らかになった．しかし，母親クラブの
母親の�	�	�が専業主婦であり，常勤の母親はわず
か����であったことから，母親の就労形態別に子育
て不安について検討することができなかった．
母親の就労形態と育児不安の関係については，平成

	年度の国民生活選好度調査���において，専業主婦
の方が有職者より子育て中に感じる不安感が大きいこ
とが示されている．牧野��は，専業主婦と有職者との

育児不安を検討し，育児不安の内容が異なることを指
摘している．しかし，いずれも母親が就労しているか
どうかという点から子育て不安を検討したものであり，
就労形態別に検討されているわけではない．一方，
谷口���は就労にあたっての精神的なストレッサーと
育児不安との間に一定の関連が認められることを明ら
かにしている．また，パートタイムより常勤で就労
している母親の育児不安が低いことを指摘している．
今後，女性の社会進出が増大し，様々な母親の働き

方が想定できる．また，子育てに関する需要も多様に
なることが予測される．したがって，このような多
様な需要に対応したきめ細かな子育て支援が求めら
れる．そこで本研究では，今後の子育て支援の方向
性を明らかにするために，母親の就労形態が母親の
子育て不安にどのように影響を及ぼしているのかと
いうことについて検討する．特に本稿では専業主婦，
常勤および非常勤別に，子育て不安の程度や子育て
不安の構成要素を比較検討する．さらに，子育て不

安に影響を与えると思われる要因と母親の就労形態
との関連性について検討を行うことを目的とした．
なお，子どもの年齢と母親の子育て不安との関連
性については，別稿���で検討を行った．

研 究 方 法

本稿では第 �子が乳幼児の母親だけを対象にする
のではなく，第 �子が小学生や中学生を持つ母親も

対象としている．育児は主として乳幼児の子育てを
表す用語あり，育児不安と言う場合は乳幼児を持つ
母親だけを限定して用いられる場合が多い．した
がって，ここでは小学生や中学生の子育ても視野に

いれて考えていきたいので，育児不安を含む子育て
不安という用語を使用することとした．

�．調査対象と方法

平成��年 �月中旬から �月中旬にかけて，�市（�県）
の保育所��ヶ所・幼稚園 �ヶ所，�市（�県）の保育所 �ヶ
所・幼稚園 �ヶ所の計��ヶ所において調査を実施した．
これらの保育所および幼稚園に子ども（ � 
 �歳）を通わせ
ている母親を対象に，自記式調査用紙を配布し，留置き

調査を行った．各保育所および幼稚園の担任職員を通し
て，自記式調査用紙と返送用封筒を母親に配布した．
後日，個別に封筒に入れた調査用紙を各保育所およ
び幼稚園に届けてもらうことによって回収した．
調査用紙の配布数は�，���人，回収数は���人で回収

率は����であった．さらに，調査用紙を点検した結果，
有効回答数は��	人で有効回答率は����であった．

�．調 査 内 容

調査内容は，以下の �点である． ��母親・家族の概
要（母親の年齢，父親の年齢，子どもの年齢，子ども
の人数，家族の人数，母親の就労形態，母親が子ども
の時の母親の就労形態，母親の最終学歴，家族形態，祖
父母との距離，居住年数および居住形態），��子育て
環境（近所とのつきあい，友人とのつきあい，夫の子
育て参加状況，子育て困難時の相談相手，子育て知識・
情報源及び子育てサークル・グループの参加状況），
��子育て観（ �歳児神話に対する考え方，性別役割

分業意識及び子育て協働意識）， �子育て不安（川
井・庄司ら ��による�	の育児不安項目）であった．

�．分 析 方 法

統計処理は ���� �������版 ���．	を使用した．
母親の属性や子育て環境および子育て観と，母親

の就労形態（専業主婦，常勤，非常勤）の分割表を
作成しカイ �乗検定を行うことにより，その関連性
を検討した．

�	の子育て不安項目のいずれかに答えていなかっ
た��人を除いた�	�人について，母親の子育て不安
を検討した．子育て不安項目の選択肢の「よくある」
に �点，「時々ある」に �点，「あまりない」に �点，
「全くない」に �点を附与した．各項目の平均値と
��を求め，子育て不安得点を算出した．ただし，附
与した点数が逆転する項目については得点を再計算
し，項目に �を付加した．
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母親の就労形態別に算出した子育て不安得点の間
に差があるかどうか検討するために，専業主婦，常
勤，非常勤および自営業の 群の子育て不安平均得
点について一元配置分散分析を行った．さらに各就

労形態の子育て不安平均得点についても ���テス
トによる多重比較検定を行った．
母親の就労形態別にみた母親の子育て不安の構成要

素を明確にするために，専業主婦���人，常勤�	�人お
よび非常勤�	�人の �群各々における�	の子育て不安
項目について，因子分析（主因子法：バリマック回転）
を行い，因子の検討を行った．自営業については対象
数が��名と少なかったので因子分析は行わなかった．
子育て不安の程度と子育て環境等との関連性を検

討するために，いずれかの子育て不安項目に答えて
いなかった��人を除いた�	�人の母親を，子育て不
安の高い群と中間群および低い群の �群に分類した．
�群を分類するにあたっては，�	�人の母親につい
て，�	の子育て不安得点を加算し，その合計得点の
平均値＋ �標準偏差得点以上の母親を高い群，平均
値－ �標準偏差得点以下の母親を低い群，平均値＋
�標準偏差得点より低く平均値－ �標準偏差点より
高い母親を中間群とした．�群の子育て不安程度と

母親の属性や子育て環境および子育て観に関する項
目について分割表を作成し，カイ �乗検定を行うこ
とにより関連性を検討した．さらに，母親の就労形
態別に上記と同様に �群の子育て不安程度と母親の
属性や子育て環境および子育て観に関する項目につ
いて分割表を作成し，カイ �乗検定を行うことによ
り関連性を検討した．ただし，自営業は人数が少な
かったために，分割表集計の対象とはしなかった．

研 究 結 果

�．対象について

　���母親・父親・子どもの年齢

調査対象の属性については表 �の通りである．
母親の年齢は��
�歳が��	�と最も多かった．母

親の平均年齢は����歳で標準偏差は�であった．夫
の年齢は��
�	歳が�����と最も多かった．父親の
平均年齢は���	歳で標準偏差は���であった．第 �子
の子どもの年齢は �歳以下が�����で最も多かった．
第 �子の平均年齢は���歳で標準偏差は��	であった．
表 �に示したように母親の年齢階層および父親の

年齢階層と母親の就労形態はいずれも����以下の危

険率で有意差が認められた．図 �からわかるように
��歳代の母親は非常勤が多く，専業主婦が少ないの
に対して，�歳代の母親は専業主婦が多く，非常勤
の母親は少なくなっていた．また，父親の年齢階層
との関連性についても，図 �からわかるように父親
の年齢が高くなるほど非常勤の母親が少なくなり，
専業主婦が多くなっていた．

　���母親の就労形態について

母親の就労形態は，表 �に示した．専業主婦
�����，常勤勤務���	�，非常勤勤務�����とほぼ
同数であった．また，保育所と幼稚園の施設別に母
親の就労形態を示すと図 �のようになった．幼稚園
では専業主婦が�����を占めていた．保育所では，
専業主婦は��� �と少なく，常勤が����，非常勤が
�����であった．
母親が子どもの時の母親の就労状況は，専業主

婦（一貫して専業主婦）が����，常勤（中断後常

表 � 対象について
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表 � 母親の属性と就労形態の関連性

図 � 母親の年齢と就労形態

図 � 父親の年齢と就労形態
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図 � 施設別就労形態

図 � 母親の就労形態と就労形態

勤復帰も含む）が�����，非常勤（中断後パート復
帰も含む）が�����であった．図 に示したように，
母親が子どもの時に母親が専業主婦であった割合
は，専業主婦の場合は�����と最も高く，常勤の場
合は�����，非常勤の場合は�����と低くなってお

り，����以下の危険率で有意差が認められた．
母親の最終学歴は中・高卒が�����と最も多く，

次いで短大卒�����，年制大学�����であった．就
労形態との関連性については，����以下の危険率
で有意差が認められた．非常勤の場合は中高卒の
占める割合が����と高くなっていた．また，専業
主婦の場合は他と比して 年生大卒の占める割合が
�����と高くなっていた．

　���家族形態について

家族形態については，表 �に示した．核家族が
�����と最も多く，�世代家族は����であった．
家族形態と就労形態との関連性については，��以下
の危険率で有意差が認められた．核家族の占める割

合は，専業主婦が�����と最も高く，次いで常勤の
����，そして非常勤は�	���となっていた．
祖父母との距離は，父方祖父母，母方祖父母とも

車で��分くらいの家族が多かったが，父方祖父母の
場合は同一敷地内に居住している家族が�	�	�と母

方祖父母より多くなっていた．就労形態との関連性
については，父方祖父母，母方祖父母とも����以下
の危険率で有意差があった．専業主婦の場合は，他
の就労形態と比べて日帰りできない距離の割合が高
くなっていた．また，父方祖父母との距離について
は，常勤の場合は他の就労形態と比して，同一敷地
内に居住している割合が高くなっていた．
居住年数は，� 
 	年が����と最も多く，次い

で � 
 年が�����，� 
 �年が�����そして �年未

満は�����であった．住居形態は一戸建て住宅が
����，集合住宅が����とやや前者が多くなって
いた．居住年数と就労形態との関連性はなかったが，
居住形態については����以下の危険率で有意差が認
められた．一戸建て住宅に住んでいる割合は，常勤
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が����と最も高く，非常勤は����さらに専業主
婦は����と低くなっていた．
子どもの人数は �人が最も多く����を占めてい

た．家族の人数は 人が�	���を占めていた．子ど

もの人数と就労形態との間には関連性は認められな
かった．しかし，家族人数については � �以下の危
険率で有意差が認められた．人家族については，
専業主婦の占める割合が�����と最も高く，次いで
非常勤の�����，常勤の�����であった．

�．子育て環境

　���近所や友人とつきあい

表 �からわかるように，近所とのつきあいが「よ

くある」「時々ある」と答えた母親は�����であっ
た．また，友人とのつきあいについて「よくある」
「時々ある」と答えた母親は	����であった．
母親の就労形態との関連性については，近所づき

あいについては � �以下の危険率で，友人づきあい
については � �以下の危険率で有意差が認められた．
近所づきあいが「よくある」「時々ある」と答えた母
親については，専業主婦が�����と最も高く，次い
で非常勤の�������，さらに常勤の�	���であった．
友人づきあいが「よくある」「時々ある」と答えた母
親については専業主婦が	����と最も高く，次いで
常勤の�����，非常勤の�����であった．

表 � 母親の子育て環境と就労形態の関連性
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　���夫の子育て参加や精神的支え

表 �に示したように，夫の子育て参加については
「よくある」「時々ある」と答えた母親は�	���であっ
た．また，夫の精神的支えについては「よくある」

「時々ある」と答えた母親は����であった．
母親の就労形態との関連性については，夫の子育

て参加については � �以下の危険率で，また夫の精
神的支えにつては � �以下の危険率で有意差が認め
られた．夫の子育て参加が「よくある」「時々ある」
と答えた母親は専業主婦が	��	�と最も高く，次い
で常勤の�	���，非常勤の�����であった．夫の精
神的支えが「よくある」「時々ある」と答えた母親に
ついても，専業主婦が�	���と最も高く，次いで常

勤の����そして非常勤の�����であった．

　���子育ての相談相手

子育てに困った時の相談相手については，図 �に
示した．相談相手は配偶者（夫）が�����と最も高
く，次いで自分の父母�����，友人の�����であった．
表 �にも示したが，特に専業主婦の場合は�����が夫

を相談相手としてあげており，常勤の�����，そして非
常勤の�	���と比べるとその割合が高く，� �の危険

率で有意差が認められた．近所の人・知人を相談相手
とあげている母親についても，専業主婦が����と
最も高かった．次いで非常勤の�����そして常勤の
�����であり，� �の危険率で有意差が認められた．
また，幼稚園や保育所の先生を相談相手としてあげ

ている母親は����で必ずしも多くはなかったが，就
労形態別にみると � �以下の危険率で有意差が認め
られた．母親が常勤の場合は�����と高く，次いで非
常勤の����そして専業主婦の����となっていた．

一方，専門機関に相談する母親は���と最も少なく

なっていた．しかし就労形態別にみると � �以下の危
険率で有意差が認められた．母親が常勤の場合は��

�，非常勤の場合は���が専門機関を相談相手として
あげていたが，専業主婦はわずか����と少なかった．

　���子育ての知識・情報源

子育ての知識・情報源としては，図 �に示した．
子育ての知識や情報源は友人が����と最も多く，
次いで自分の父母�	���，保育所・幼稚園等の先生
�����の順に多くなっていた．専門機関は���と最
も少なかった．
特に保育所・幼稚園等の先生を情報源とする場

合については，母親の就労形態間に����以下の危

険率で有意差が認められた．母親が常勤の場合は
���	�が保育所・幼稚園の先生を情報源にしており，
専業主婦の����と比較して明らかに高かった．
近所の人・知人を情報源とする母親は���であっ

たが，就労形態別にみると � �の危険率で有意差が
認められた．専業主婦が�����と最も高く，次いで
非常勤の��	�，そして常勤は�����と低かった．ま
た，自分のきょうだいを情報源とする母親について
も，就労形態別にみると � �の危険率で有意差が認

められた．専業主婦は�����と最も高く，次いで常
勤の�����，そして非常勤の�����であった．

　���子育てサークル・グループ活動

表 �に示したが，子育てサークル・グループ活動
については，����の母親が参加していなかった．
特に常勤の母親の�����が参加していなかった．次
いで非常勤の�����であった．専業主婦の�����が
参加していなかったが，����と約半数弱は子育て

サークル・グループに参加していることが明らかに

図 � 子育ての相談相手
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図 � 子育て知識・情報源

なった．就労形態間では � �以下の危険率で有意差

が認められた．
参加している子育てサークル・グループ活動をみる

と，地域の子ども活動に参加している母親が�����と多く，
次に親子クラブが����，児童館・児童センターの幼児
クラブが����，子育て広場が����とほぼ同数であった．
母親の就労形態別にみると，親子クラブと児童館・
児童センターの幼児クラブに参加している母親につ
いては����以下の危険率で有意差が認められた．ま
た子育て広場についても � �以下の危険率で有意差

が認められた．いずれも専業主婦が最も参加率が高
く，次いで非常勤，そして常勤の参加率は低かった．

�．子 育 て 観

　��� �歳児神話の考え方

表 に示したが，�歳児神話に「非常に同感する」
「だいたい同感する」と答えた母親は���	�であっ
た．就労形態別にみると����以下の危険率で有意
差が認められた．「非常に同感する」「だいたい同

感する」と答えた母親についてみると，専業主婦が
�����と最も高く，次いで非常勤の�����，そして
常勤の母親は����と低かった．

　���性別役割分業意識

表 に示したように，性別役割分業に「非常に同感
する」だいたい同感する」母親は���	�であった．
�����の母親は，性別役割分業に同感していなかった．
性別役割分業意識についても就労形態別にみると

����以下の危険率で有意差が認められた．「非常に同
感する」「だいたい同感する」と答えた母親を就労別
にみると，専業主婦は���	�と最も高く，次いで非常

勤の�����，そして常勤の母親は��	�と低かった．

　���子育て夫婦協働意識

子育てに関する夫婦協働意識については「非常に同感
する」は����，「だいたい同感する」は����で，	���
�の母親が同感していた．表 に示したように，就労
形態形態別にみると � �の危険率で有意差が認められ
た．「非常に同感する」と答えた母親を就労別にみる
と，常勤の母親が�����と最も高く，次いで非常勤は
�����，そして専業主婦は�����と低くなっていた．

�．子育て不安

　���子育て不安得点の比較

　�����）就労形態別にみた子育て不安平均得点

子育て不安得点合計の最大値は����点，最小値は
���点，平均値は�	��点，標準偏差は����点で正規分
布していた．
表 �は，各項目の子育て不安平均得点を就労形態

別に示したものである．各就労形態別の子育て不安

平均得点の一元配置分散分析結果も示している．ま
た，図 �は�	項目について就労形態別の子育て不安
平均得点を表したものである．ただし，自営業は図
式していない．
表 �に示したように，子育て不安平均得点の最も

高かった項目は「（��）イライラすることがある」
（����点）．次いで「（ �）子育てについていろいろ心
配なことがある」（��	点）であった．子育て不安平
均得点の最も低かった項目は「（ � �）子どもといっ

しょにいると楽しい」（���	点），次いで「（���）とて
も幸せな気分で過ごしている」（���	点）であった．
母親の就労形態別に全ての項目についての平均得
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表 � 母親の子育て観と就労形態の関連性

表 � 就労別子育て不安得点

点を比較すると，自営業の平均得点が���	点と最も

低く，次いで常勤の����点，専業主婦の����点，そ
して非常勤の���点であった．これら 群の平均得
点については，有意差は認められなかった．
しかし，表 �からわかるように，母親の就労形態別

に�	項目の子育て不安平均得点をみると，�	項目中

項目に有意差が認められた．「（ �）私ひとりで子ど
もを育てている」という項目については，����以下
の危険率で就労形態間に有意差があった．常勤が
����点と最も低く，次いで自営業の���点，専業主婦
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図 � 就労別子育て不安得点

の����点で，非常勤は����点と最も得点が高かった．
また「（��）自分のやりたいことができなくあせる」，
「（��）不安や恐怖におそわれることがある」さらに
「（��）いてもたってもいられないほど落ちつかないこ

とがある」という項目については，� �以下の危険率で
就労形態間に有意差が認められた．（��）の項目につ
いては，自営業が����点と最も低く，次いで専業主婦
の���点，常勤の��点，そして非常勤は���点と最
も高かった．（��）の項目も同様に，自営業が����点
と最も低く，次に専業主婦の����点，常勤の����点，
そして非常勤の����点であった．また，（��）の項目
については，自営業と専業主婦が����点と低く，次
いで常勤の���点で，非常勤は����点と最も高かっ

た．項目とも非常勤の得点が高くなっていた．

　�����）就労形態別に有意差のある項目の子育て

不安平均得点の多重比較

さらに，これらの項目について，就労形態間の多
重比較を行うと表 �のようになった．
「（ �）私ひとりで子どもを育てている」という項
目については，不安得点の最も高い非常勤は常勤と
自営業との間に有意差が認められた．さらに，次に

不安得点の高い専業主婦は常勤と自営業の間に有意
差が認められた．しかし，専業主婦と常勤の間に有
意差は認められなかった．また，常勤と自営業の間
にも有意差は認められなかった．したがって，就労
形態間の関係は，非常勤・専業主婦�常勤・自営業
と表すことができる．また「（��）自分のやりたい
ことができなくあせる」という項目については，不
安得点の最も高い非常勤は専業主婦と自営業の間に
有意差が認められた．次に不安得点の高い専業主婦

は常勤との間にも有意差が認められた．しかし，非

常勤と常勤の間には有意差は認められなかった．ま
た，専業主婦と自営業の間にも有意差は認められな
かった．就労形態間の関係は，非常勤・常勤�専業
主婦・自営業と表すことができる．

さらに「（��）不安や恐怖におそわれることがあ
る」や「（��）いてもたってもいられないほど落ちつ
かないことがある」という項目については，不安得
点の最も高い非常勤は専業主婦や常勤や自営業との
間に有意差が認められた．しかし，常勤と専業主婦
さらに専業主婦と自営業の間には有意差は認められ
なかった．したがって，就労形態間の関係は，非常
勤�常勤・専業主婦・自営業と表すことができる．

　���子育て不安の構成要素

子育て不安の構成要素について検討するために，母
親の就労形態別に専業主婦群，常勤群，そして非常勤群
に分類した．自営業については対象が少ないために除
いた．�群ごとに�	の子育て不安項目について主因子
法による因子分析を行った．回転はバリマック回転
法を用いた．固有値が�����以上の因子を抽出した結果
は，専業主婦群については表 �に，常勤群については
表 �に，そして非常勤群については表 	に示した．

なお，因子は第 �因子まで取り上げて検討した．
専業主婦群では �因子が抽出された．表 �に示し

たように，�項目より構成された第 �因子は子育て
負担感，�項目より構成された第 �因子は子育て困
難感さらに 項目より構成された第 �因子は不安・
抑うつ感と命名した．
常勤群では �因子が抽出された．表 �に示したよ
うに，第 �因子は不安・抑うつ感（ �項目），第 �因
子は子育て困難感（ �項目）さらに第 �因子は子育

て負担感（ 項目）と命名した．
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表 � 母親の就労形態別子育て不安得点一元配置分散分析結果の多重比較（�	
）

表 � 専業主婦の母親の子育て不安項目の因子分析結果

非常勤群についても常勤群と同様に �因子が抽出さ

れた．表 	に示したように，第 �因子は不安・抑うつ
感（ �項目），第 �因子は子育て困難感（ �項目）さら
に第 �因子は子育て負担感（ 項目）と命名した．
以上のように常勤と非常勤の因子については，同じ

ような現れ方をした．すなわち，第 �因子は不安・抑
うつ感，第 �因子は子育て困難感そして第 �因子は子
育て負担感であった．しかし，専業主婦については因
子の現れ方が異なっていた．常勤や非常勤では第 �因
子として現れていた子育て負担感が第 �因子として現

れていた．また常勤や非常勤では第 �因子として現れ
ていた不安・抑うつ感は第 �因子として現れていた．

�．子育て不安と母親を取り巻く環境等の関連性

子育て不安の高い群，中間群，低い群の �群と，
母親の属性に関する項目や子育て環境に関する項目
そして子育て観に関する項目の分割表を作成し，カ
イ �乗検定を行うことによって両者の関連性を検討
した．さらに，母親の就労形態別にも子育て不安 �

群と母親の属性，子育て環境そして子育て観に関す
る項目の分割表を作成し，カイ �乗検定を行った．

　���．母親の属性と子育て不安（表��）

　�����）母親・父親・子どもの年齢階層と子育て

不安

表��に示したように，母親全体については母親の
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表 � 常勤の母親の子育て不安項目の因子分析結果

表 � 非常勤の母親の子育て不安項目の因子分析結果
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表� 母親の就労形態別にみた母親の属性と子育て不安の関連性

年齢階層，父親の年齢階層および子どもの年齢階層
と子育て不安程度には関連性は認められなかった．
母親の就労形態別にみると，母親が常勤の場合にの
み，父親の年齢階層との間に � �以下の危険率で有
意差が認められた．父親の年齢階層が低い方が子育
て不安が低かった．

　�����）子どもの人数・家族の人数と子育て不安

母親全体でみた場合は，子どもの人数と子育て
不安程度との間には関連性がなかった．しかし，母
親が専業主婦の場合には � �以下の危険率で有意差
が認められ，人数が多くなるほど子育て不安が高
かった．
母親全体でみた場合，家族の人数と子育て不安程

度との間には � �以下の危険率で有意差が認められ
た．家族の人数が多くなるほど子育て不安が高かっ

た．しかし，常勤や非常勤の場合には関連性はなく，
専業主婦の場合のみ � �以下の危険率で有意差が認
められた．

　�����）母親の就労形態等と子育て不安

母親全体でみた場合，母親の就労形態，母親が子
どもの時の母親の就労形態，さらに母親の最終学歴
と，子育て不安程度との間には関連性はみられな
かった．しかし，常勤の場合については，母親が子

どもの時の母親の就労形態が常勤であった場合は子
育て不安が高く，母親がいわゆる�字型労働であっ
た場合は子育て不安が低くなっており， � �以下の
危険率で有意差があった．

　�����）家族形態等と子育て不安

母親全体でみた場合，家族形態，居住年数さらに
居住形態と，子育て不安程度との間には関連性は
なかった．しかし，父方祖父母と距離との間には

� �以下の危険率で有意差が認められた．すなわち
父方祖父母との距離が離れている場合は子育て不安

が高くなっていた．しかし，非常勤の場合には父方
祖父母の距離と子育て不安の関連性はなかった．母
方祖父母の距離については，いずれも子育て不安と
の関連性は認められなかった．
また，居住形態については，非常勤の場合は � �以

下の危険率で有意差が認められ，集合住宅居住者の
方が一戸建住宅居住者より子育て不安が低くかった．

　���．子育て環境と子育て不安（表��）

　�����）近所づきあい・友人づきあいと子育て不安

表��に示したように，母親全体でみると，近所づ
きあいを頻繁にしている母親ほど子育て不安が低く，
� �以下の危険率で有意差が認められた．しかし，
就労形態別にみると，特に関連性はみられなかった．
また，友人とのつきあいを頻繁にしている母親ほ

ど子育て不安が低く，����以下の危険率で有意差が

認められた．就労形態別にみても有意差が認められ
た．すなわち，常勤と非常勤については � �以下の
危険率で，専業主婦の場合は����以下の危険率で有
意差があった．

　�����）夫の子育て参加・夫の精神的支えと子育

て不安

夫の子育て参加については，全体では � �以下の
危険率で有意差があり，夫の子育て参加が多い方が

子育て不安が低かった．しかし，就労形態別には特
に有意差は認められなかった．
夫の精神的支えについては，母親全体では����以

下の危険率で有意差が認められ，子育て不安との関
連性が高かった．しかし，就労形態別にみると，専
業主婦や常勤には関連性がなく，非常勤のみ � �以
下の危険率で有意差があった．非常勤については夫
の精神的支えがあるほど子育て不安が低かった．

　�����）子育ての相談相手と子育て不安

母親全体については，子育てに関して母親自身の
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表�� 母親の就労形態別にみた子育て環境と子育て不安の関連性

父母や夫の父母によく相談する母親ほど子育て不安

が低く，いずれも����以下の危険率で有意差が認め
られた．しかし，就労形態別にみると，夫の父母に
ついては関連性はみられなかった．自分の父母の場
合は，専業主婦は � �以下の危険率で，また常勤の
場合は � �以下の危険率で有意差が認められた．し
かし，非常勤については関連性が認められなかった．
友人や保育所・幼稚園の先生によく相談する母

親も子育て不安が低く，� �以下の危険率で有意差
が認められた．就労形態別にみると，友人について

は，専業主婦のみに � �以下の危険率で有意差があっ
た．保育所・幼稚園の先生につていは，非常勤にのみ
� �以下の危険率で有意差が認められた．
夫や近所の人・知人によく相談する母親も子育て

不安が低く，� �以下の危険率で有意差があった．
しかし，就労形態別にみると，いずれも関連性は認
められなかった．また，相談者の有無と子育て不安
は非常に高い関連性があり，����以下の危険率で有
意差が認められた．子育て不安の高い母親は，子育

て不安の低い母親に比べ，子育ての相談をする人が
いないと答えた母親が多くなっていた．ただし，就
労形態別では，常勤にのみ � �以下の危険率で有意

差があり，関連性が認められた．

　�����）子育ての知識・情報源と子育て不安

子育ての知識・情報源との関連性については，夫
や友人をあげている母親が子育て不安が低く，いず
れも � �以下の危険率で有意差があった．就労形態
別では，非常勤は � �以下の危険率で，常勤は � �以
下の危険率で有意差が認められたが，専業主婦につ
いては関連性がなかった．
また，自分の父母や保育所・幼稚園の先生をあげ

ている母親も子育て不安が低く，� �以下の危険率
で有意差が認められた．就労形態別にみると，いず
れも，非常勤にのみ � �以下の危険率で有意差が認
められた．

　�����）子育てサークルの参加と子育て不安

母親全体では，子育てサークル・グループの参加
状況と子育て不安との関連性は認められなかった．
しかし就労形態別にみると，親子クラブについて

は，専業主婦は � �以下の危険率で有意差があり，
親子クラブに参加している方が子育て不安が低かっ
た．さらに，地域の子ども活動については，常勤に
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� �以下の危険率で有意差が認められた．また，子
育てサークルに参加していない母親については，非
常勤のみ � �以下の危険率で有意差があり，子育て
サークルに参加していない母親ほど子育て不安が高

かった．

　���．子育て観と子育て不安（表��）

表��に示したように，�歳児神話の考え方につい
ては，母親全体では子育て不安との関連性はみられ
なかった．しかし，非常勤については，� �以下の
危険率で有意差が認められ，�歳児神話の考え方に
同感しない母親の方が子育て不安が低かった．
性別役割分業意識については，同感していない人

ほど子育て不安が低くなると予測していたが，同感
している割合の多かった専業主婦の方が子育て不安
が低く，� �以下の危険率で有意差が認められた．
しかし，常勤・非常勤ではいずれも有意差は認めら
れなかった．
なお，子育て協働意識と子育て不安との関連は全
く認められなかった．

考 察

�．就労形態と子育て不安の関連性

横浜市において乳幼児をもつ母親を対象に調査を
行った牧野��は，育児不安の程度については，専業
主婦の方が有識者よりやや高い傾向にあるが，統計
的に有意な差は認められなかったと指摘している．
また，横浜市の乳幼児をもつ母親に対して調査を実
施した佐々木ら ���は，就労をしている母親より専
業主婦の方が子育てに苦痛を感じやすく，不安に陥
りやすいことを明らかにしている．
本研究では，専業主婦については，常勤の母親よ

り子育て不安得点が高く同様の結果になった．しか

し，専業主婦は非常勤の母親より子育て不安得点は
低くなっていた．ただし，就労形態別にみた子育て
不安得点については統計的な有意差は認められな
かった．そこで，有意差が認められた子育て不安項
目について子育て不安と就労形態との関連性につい
て検討していきたい．なお，自営業については人数
が少なかったことから，自営業を除いた専業主婦，

常勤および非常勤を中心に考察をすすめたい．
�	の子育て不安項目中，就労形態間に有意差が

認められた項目は以下の通りである．「（ �）私ひと
りで子どもを育てていると思う」（ � �以下の危険

率），「（��）自分のやりたいことができなくてあせる」
（ � �以下の危険率），「（��）不安や恐怖におそわれ
ることがある」（ � �以下の危険率）および「（��）い
てもたってもいられないほど落ちつかない」（ � �以
下の危険率）の 項目であった．
また，この 項目の多重比較結果から，各項目の

就労形態の関係は以下のようになった．（ �）項目の
就労形態の関係は，非常勤・専業主婦�常勤であっ
た．したがって非常勤の母親と専業主婦は，常勤の

母親と比較して，一人で子育てをしていると思って
いることが推測できる．また（��）項目の就労形態
の関係は，非常勤・常勤�専業主婦であった．した
がって非常勤の母親と常勤の母親は，専業主婦の母
親と比較して，自分のことができないとあせってい
ることが推察される．さらに，（��）と（��）の項
目の就労形態の関係は，非常勤�専業主婦・常勤で
あった．したがって非常勤の母親は，専業主婦と常
勤の母親と比較して，不安や恐怖におそわれること

があると思うことが多く，いてもたっても落ちつか
ないと思うことが多いことが推測される．以上のよ
うに，統計的には子育て不安と就労形態との間には
有意差は認められなかったが，子育て不安項目別に
みると有意差のある項目があることわかった．さら
に，就労形態別に有意差のある項目についても，ど
の就労形態との間に有意差があるか項目によって異
なることが確認できた．
また，就労形態別に子育て不安の因子分析を行っ

た結果，常勤と非常勤と，すなわち就労している母
親の子育て不安構造と就労していない専業主婦の不
安構造が異なっていることが明らかになった．すな
わち，就労している母親の子育て不安の第 �因子は
「不安・抑うつ感」，第 �因子は「子育て困難感」，第
�因子は「子育て負担感」であった．また，専業主
婦の子育て不安の第 �因子は「子育て負担感」，第
�因子は「子育て困難感」，第 �因子は「不安・抑う
つ感」であった．第 �因子と第 �因子が逆転してお

表�� 母親の就労別にみた母親の子育て観と子育て不安の関連性
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り，働く母親と専業主婦は異なった子育て不安構造
を示していた．そこで，次に，前述した就労形態別
に有意差が認められた つの子育て不安項目が，ど
のような因子として現れているのか検討をすすめた

い．

�．就労形態別にみた子育て不安構造と就労形態間

に有意差のある子育て不安

「（ �）私ひとりで子どもを育てているのだと思
う」については，非常勤と専業主婦では，「子育て
負担感」因子の中に現れていた．しかし，常勤に
ついては，この項目は �つの因子の中には含まれて
いなかった．全く別の第 �因子の中に現れていた．

「（��）自分のやりたいことができなくてあせる」に
ついては，非常勤，常勤そして専業主婦とも「子育
て負担感」因子の中に現れていた 　また「（��）不安
や恐怖におそわれることがある」と「（��）いても
たってもいられないほど落ちつかないことがある」
については，非常勤，常勤そして専業主婦とも「不
安・抑うつ感」因子として現れていた．
以上のことから，就労形態別にみた子育て不安は，

「子育て負担感」因子と「不安・抑うつ感」因子との

間に特に違いがあると推測することができる．先に
述べたことあわせ考えると，「子育て負担感」に関
しては，（ �）項目のように非常勤と専業主婦に高
い「子育て負担感」と，（��）項目のように非常勤
と常勤に高い「子育て負担感」の �つのタイプがあ
ることが推測される．前者は「子育て責任重圧感」
からくる子育て負担感，後者は「ゆとりのないあせ
り感」からくる子育て負担感であるといえる．した
がって，非常勤や専業主婦は「子育て責任重圧感」

が常勤よりも高いことが推察される．また非常勤や
常勤など就労している母親は専業主婦に比べて「ゆ
とりのないあせり感」が高いことが推察される．さ
らに，非常勤の母親は常勤や専業主婦に比べて，「不
安・抑うつ感」が高いことが推察される．
育児不安と職業生活関連項目との関連を検討した

谷口���は，職業生活における精神的なストレッサー
が少ない母親ほど育児不安が低いことを明らかにし
た．さらに精神的ストレッサーが高いと思われる非

常勤の母親は，常勤で働く母親の方よりも育児不安
が高いことを指摘した．本研究においても，非常勤
の母親は「子育て責任重圧感」や「不安・抑うつ感」
など精神的ストレッサーが高いので，常勤の母親に
比べて子育て不安が高くなったと思われる．
では，なぜこのような就労形態別によって子育て
不安の現れ方が異なるのであろうか．そこで，次に
就労形態別にみた子育て不安の程度と母親の属性，

子育て環境そして子育て観との関連性について検討
していきたい．

�．就労形態と子育て不安の関連性

���．就労形態別にみた子育て不安と母親の属性

表��に示したように，子どもの人数と家族の人数
と子育て不安との関連性が認められたのは，専業主
婦のみであった．子どもの人数や家族の人数が少な
い方が子育て不安は低くなっていた．表 �に示した
ように，子どもの人数については就労形態間に有意
差は認められなかった．しかし，家族の人数は専業
主婦が有意に多かった．したがって，家族人数の多
い専業主婦は，子育ての不安が高くなったと思わ

れる．
また，表��に示したように，常勤の場合は，父親

の年齢階層が低いほど子育て不安が低くかった．表
�に示したように，父親の年齢階層と就労形態の関
連性については，母親が非常勤の場合に父親の年齢
階層が低くなっていた．父親の年齢階層と子育て不
安との間に関連性があるとすれば，非常勤の父親の
子育て不安も低くなるはずである．しかし，非常勤
の場合には，父親の年齢階層と子育て不安との間に

は有意差は認められなかった．したがって，常勤の
場合には父親の年齢以外の異なった要因が子育て不
安の軽減に作用したものと推察される．
また，表��からわかるように，専業主婦と常勤の

母親については，父方祖父母との距離が近い人ほど
子育て不安が低く，遠い人ほど子育て不安が高かっ
た．表 �に示したように，父方祖父母との距離と母
方祖父母との距離は，母親の就労形態と非常に関連
性が高かった．すなわち，常勤の母親は祖父母との

距離が近く，専業主婦は祖父母との距離が遠かった．
したがって，父方祖父母と距離の近い常勤の母親の
子育て不安は低く，父方祖父母との距離が遠い専業
主婦の子育て不安が高くなったと思われる．しかし，
母方祖父母との距離と就労形態との間にも関連性が
あるにもかかわらず，子育て不安との間には関連性
が認められなかった．前述したように，常勤の父方
祖父母については，母方祖父母と比較して同一敷地
内に居住している割合が高かった．また，専業主婦

の父方祖父母については，母方祖父母と比べて日帰
りできない距離の割合が高かった．したがって，子
育て不安との関連性は父方祖父母の距離と間に強く
現れたものと思われる．
さらに，表��からわかるように，非常勤の場合は，
集合住宅居住者の方が子育て不安が低かった．表 �

に示したように，集合集宅居住者は常勤が非常勤よ
り多かった．しかし常勤については，居住形態と子
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育て不安との関連性はなかった．したがって，集合
集宅居住者の子育て不安が低くなったのは，居住形
態以外の要因が作用したものと推察される．
なお，常勤の母親の場合，母親が子どもの時の母

親の就労形態と子育て不安と関連性が認められたが，
今回の調査データーからその理由を考察することが
できなかった．母親が子どもの時の状況を把握した
上で分析をすすめる必要がある．

���．就労形態別にみた子育て不安と子育て環境の

関連性

表��に示したように，友人とのつきあいの頻度と
子育て不安の関連性はどの就労形態にも有意差が認

められた．友人とのつきあいと子育て不安の関連性
が高いことは多くの研究によって実証されている．
今回は，就労形態別にみても，友人とのつきあいが多
いほど子育て不安が低くなることが明らかになった．
また，夫とのかかわり方が子育て不安に与える影響

が大きいことについてもすでに明らかにされている．
すなわち，夫の子育て参加が多いほど子育て不安が
少なく，また，夫の精神的支えが多いほど子育て不
安が少なくなる．しかし，就労形態別にみると専業

主婦や常勤については，夫の子育て参加や夫の精神
的支えの頻度と子育て不安との関連性は認められな
かった．一方，表 �からわかるように，非常勤は常
勤や専業主婦に比べて夫の精神的支えは少ないにも
かかわらず，表��に示したように子育て不安と夫の
精神的支えとの間には����以下の危険率で有意差が
認められた．非常勤の母親の子育て不安は専業主婦
や常勤と比べて高かった．夫の精神的支えが子育て
不安の軽減に重要な要因となることが示唆された．

表 �や図 �に示したように，子育ての相談相手とし
て自分の父母をあげている母親は多い．しかも，就労
形態別には特に有意な差は認められなかった．しかし，
表��からわかるように自分の父母を子育ての相談相
手としてあげている専業主婦や常勤の母親の子育て不
安は低くなっていた．また，専業主婦の場合は，友人
とのつきあいが頻繁であることから，友人を子育ての
相談相手としてあげている専業主婦の子育て不安も
低くなっていた．非常勤に関しては，自分の父母や

友人と子育て不安との関連性はなかったが，保育所・
幼稚園の先生を相談相手としてあげている母親の子
育て不安が低くなっていたことに留意したい．表 �

に示したように，保育所・幼稚園の先生を子育ての
相談相手とあげている母親は，常勤が多く，次に非
常勤になっており，就労形態別に有意差が認められ
た．しかし，保育所・幼稚園の先生が子育て不安の
軽減に与える影響は非常勤の方が顕著であった．こ

のことについては，次の子育て知識・情報源として
保育所・幼稚園の先生をあげている非常勤の母親の
子育て不安が低くなっていることからも推察される．
子育て知識・情報源と子育て不安の関連性につて

は，常勤と非常勤の場合は夫や友人をあげている母
親の子育て不安が低くなっていた．また，非常勤の
場合は自分の父母を情報源としてあげている母親の
育て不安も低かった．非常勤の母親の子育て不安は，
常勤や専業主婦と比べ高かったので，非常勤の母親
の子育て不安にこれらの情報源が与える影響につい
て重視する必要がある．
子育てサークル・グループと子育て不安との関連性

については，専業主婦の場合は親子クラブの参加と関

連性があり，常勤の場合は地域の子ども活動の参加と
関連があった．また，常勤の場合は子育てサークル・グ
ループに参加していない人の子育て不安が高くなって
いた．表 �からわかるように子育てサークル・グルー
プの参加率は必ずしも高くない．しかし，何らかの
子育てサークル・グループに参加している母親の子
育て不安が低くなっていることは重要である．

���．就労形態別にみた子育て不安と子育て観の関

連性 　

就労形態別にみて，子育て不安と子育て観と関連が
あったのは，非常勤の母親のみであった．�歳児神話
の考え方に同感しない母親の子育て不安は低かった．
しかし，専業主婦や常勤の母親については，�歳児神
話の考え方と子育て不安との間には関連性はなかった．
�歳児神話は �歳までは母親が子育てに専念するべきだ
という考え方である．したがってこの考え方に賛同する
母親は専業主婦が多く，賛同しない母親は常勤に多い

はずである．表 に示したように，�歳児神話に同感
する母親は明らかに専業主婦が多く，反対する母親は
常勤の母親が多かった．したがって，専業主婦や常勤の
母親については，�歳児神話の考え方と就労形態との
ずれはなく，葛藤も少ないと思われる．しかし，非常勤
の母親の場合は，�歳児神話の考え方に影響をうけて，
仕事を中断し，その後，非常勤の就労している母親
が多いと推察される．このような場合は葛藤も多く，
その結果子育て不安も高くなったと思われる．

以上述べてきた就労形態別にみた子育て不安と母親の
属性，子育て環境および・子育て観との関連性につい
て考察を踏まえて整理すると，図 �のようになった．

ま と め

専業主婦，常勤および非常勤別に子育て不安得点と子
育て不安構造を比較検討し，さらに，子育て不安に影響
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図 � 就労形態別にみた母親の子育て不安要因

を与えると思われる要因と母親の就労形態との関連性に
ついて検討した結果，以下のことが明らかになった．

� ．子育て不安得点は非常勤が最も高く，次いで専
業主婦，常勤の順に低くなっていたが，統計的な
有意差は認められなかった．

� ．�	の子育て不安項目中，以下の 項目について

は就労形態間に有意差が認められた．すなわち
「（ �）私ひとりで子どもを育てていると思う」，
「（��）自分のやりたいことができなくてあせる」，
「（��）不安や恐怖におそわれることがある」およ
び「（��）いてもたってもいられないほど落ちつ
かない」であった．

� ．項目の多重比較を行った結果，就労形態間の
不安得点の関係は以下のようになった．（ �）項
目につては非常勤・専業主婦�常勤，（��）項目

につては非常勤・常勤�専業主婦，（��）項目に
ついては非常勤�専業主婦・常勤であった．

．就労形態別に子育て不安の因子分析を行った結
果，常勤と非常勤，すなわち就労している母親の
子育て不安構造と，就労していない専業主婦の不
安構造が異なっていることが明らかになった． 　

�．項目の多重比較と就労形態別子育て不安の因
子分析の結果から，非常勤と専業主婦は「子育て
責任重圧感」が常勤より高いこと，非常勤と常勤

は「ゆとりのないあせり感」が専業主婦より高い
こと，また，非常勤は「不安・抑うつ感」が常勤
や非常勤に比べ高いことが明らかになった． 　

�．専業主婦については，子育て不安と関連性の高
い要因は，友人とのつきあい頻度であった．家族
の規模や親族ネットワークのつながりも子育て不
安に影響を与えていた．地域の子育てサークルで
ある親子クラブの参加は子育て不安の軽減に重要
な働きをしていると推察された． 　

�．常勤の母親については，友人とのつきあい，親
族ネットワークのつながり，情報源としての夫お
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よび地域での子ども活動への参加頻度と，子育て
不安との間に関連性があることが明らかになった．

� ．非常勤の母親については，子育て不安と強い関
連性があったのは，夫の精神的な支えがあること，

および夫や友人から情報を得ることであった．ま
た，�歳児神話の考え方も子育て不安に強い影響
を与えていることが明らかになった．友人とのつ
きあいの頻度，情報源としての父母，相談者およ
び情報源としての保育所・幼稚園の先生および子
育てサークル・グループの参加頻度と，子育て不
安は関連があることも明らかになった．

本研究において，子育て不安と母親の父母との関
連性が認められた．母親の父母を含む親族ネット
ワークと子育て不安の関連性に関する研究は必ずし
も多くない．また，金岡ら ���は母親の人格特性的傾
向である自己効力感と育児不安の関連性について明
らかにしている．さらに，吉田ら ���は，育児尺度を

検討するにあたって，自己強力感に加え，育児満足
度や育てやすさの要因と子育て不安との関連性につ
いて検討している．したがって，今後，親族ネット
ワーク，自己効力感等の子育て不安要因と子育て不

安との関連性を検討することが課題となってくる．

本稿を終えるにあたり，アンケート調査にご協力いただいた

保育園・幼稚園の園長をはじめ職員の皆様，および保育園・

幼稚園の保護者の皆様に感謝いたします．また，アンケート

調査を実施するにあたり，ノートルダム清心女子大学児童学

科奥山清子助教授，旭川専門学院林基子先生および旭川荘板野

美佐子先生にご助言を受け賜りました．また，統計処理をする

にあたり川崎医療福祉大学医療福祉学科戸守美希さんと佐々木

美代さんのご協力をいただきました．心より御礼申し上げます．

なお，本研究は平成��年度川崎医療福祉大学総合研究の一部

であり，本大学より助成を受けたことを感謝申し上げます．

要旨は日本保育学会第��回大会において発表した．
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